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１．第８回総会・懇親会報告 

 広島大学マスターズ広島の第８回総会は、2017年8月26日(土)16時～16時30分にホテルグランヴィア広島

21Ｆ「曙光」を会場に開催されました。出席者は正会員17名、協力会員1名、参与１名、計19名でした。 
 

    

 議長（井上研二代表幹事）       総会風景 
           

議事録は次のとおりです。  
 
（１）議長の選出： 井上代表幹事を選出した。 
 (２）会員状況 ： 総務担当の植村幹事が資料１に基づき報告し、承認した。 
（３）役員の改選： 平成２９年度の役員を幹事会で検討した資料２を総務担当の植村幹事が説明し、承認した。 
（４）平成２８年度事業報告： 総務担当の植村幹事が資料３に基づき報告し、承認した。 
（５）平成２８年度決算書： 会計担当の桑原幹事が資料４に基づき報告し、承認した。 
（６）会計監査報告：監査担当の幹事が所用で欠席のため、会計担当の桑原幹事から、監査を受けた結果につい

て、「会計帳簿の記載は正確で、関係書類ならびに会計処理はすべて適正になされており、決算書のとおり

相違がないことを確認していただきました」との報告があり、これを承認した。 
（７）平成２９年度事業計画（案）： 総務担当の植村幹事が資料５に基づき報告し、承認した。 
（８）平成２９年度予算書（案）： 会計担当の桑原幹事が資料６に基づき報告し、承認した。 
  
 なお、議事録中にある資料については「広島大学マスターズ広島」ホームページ(広島大学ホームページ左端の

｢校友会・同窓会｣をクリックすると行き着きます)でご覧いただけますが、以下に本年度の事業計画に関する資料

５を掲げておきます。 
【平成２９年度事業計画（案）】 
  １ 新規入会会員の勧誘 
     平成３０年３月末に広島大学を定年退職される教職員に入会案内を送付して新規入会の勧誘を行うと

ともに、幹事・会員により随時勧誘を行う。 
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  ２ 第８回総会・懇親会の開催 
     日時：８月２６日（土）１６：００－１８：００  
     会場：ホテルグランヴィア広島 ２１Ｆ「曙光」 
  ３ 例会 
    年２回程度（春と秋）、広島市内及び近郊の観光地・史跡めぐり、施設や工場などの見学 
  ４ 懇親会 
    忘年会または新年会を開催 

５ 広島大学から依頼のあった講座・事業などの担当 
     教養コア科目「平和科目」の授業担当 
      平成２９年度は霞キャンパスにおいて「平和と人間Ｃ－広島で学ぶ（原爆とは何だったか）－」を

第２ターム(４学期制)で、東千田キャンパスで「平和と人間Ｄ－広島から未来に向けてー」を前期(２
学期制)で担当 

     日韓理工系学部留学生向け予備教育事業の担当 
      日本と韓国の教科書の違いに鑑み、欠けたところ及び不十分なところを補う予備教育として、数学・

物理・化学・生物の４科目について１０月末から３月までの１０週（各科目について週１回（９０

分））を東広島の広島大学マスターズと共同開講する。本会からは、物理と生物の２科目を担当 
     大学院共通授業科目の授業担当 
      広島大学マスターズは東千田未来創生センターにおける教育・研究プロジェクトとして社会連携講

座開設を提案してきたが、教育本部教務委員会において広島大学マスターズ広島の会員が提供する

社会人向けの大学院共通授業科目｢学問と社会」が、教育本部を開講部局とする2017年度前期の新

規開設科目として承認された。これを受けて、１５週にわたって授業を担当する。なお、東千田未

来創生センターにおける教育研究プロジェクトとして、2017年度後期に、社会人向けの大学院共通

授業科目「健康生活科学」の開講を提案していたが、教育本部教務委員会の意向により、霞キャン

パスにおいて医歯薬保健学研究科医歯科学専攻（修士課程）の社会人大学院生向けに開講してほし

いとの要望があり、そのように変更して開講することにした。 
  ６ ＮＨＫ文化センター広島教室から依頼のあった講座の担当 
     ＮＨＫ文化センター広島教室が春から開講する「私たちを生み育てた宇宙を読み解く」の講師を派遣 
  ７ 会報（メールマガジン）の発行 
    『マスターズ通信 News Letter』を、年に２回程度発行する予定 
  ８ ホームページ、Facebookページによる広報 
  ９ その他 
    広島大学マスターズ広島の活動を総点検して今後のあり方を考えるために、活動点検委員会(仮称)を設

置して、具体的な検討を開始する。 
 

 総会終了後、16時30分～18時に同会場で懇親会が開かれました。その様子は、次の通りです。 

 

             宮谷真人理事・副学長

開会挨拶                                    の顧問挨拶(学長代理)  
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渡部和彦参与(広島大学マスターズ代表幹事)の挨拶         乾杯 （音頭 太田光雄会員） 

 

 

 

 

          
        懇親会風景１                   懇親会風景２     

 

 

 

 

        
       懇親会風景３                    懇親会風景４ 
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 以下は、井上研二代表幹事の開会挨拶です。 
  
広島大学マスターズ広島第8回総会・懇親会開会挨拶    
                             広大マスターズ広島代表幹事 井上研二 
 
 皆さんこんにちは！お暑い最中、総会および懇親会にお越しいただきありがとうございます。われわれ高齢者

にはこの暑さは実にこたえます。特に私はロシアに生まれ育ったわけではありませんが、専門のロシアと長年付

き合ってきたこととひょっとすると関係あるのかもしれませんが、この暑さには閉口しています。もう少し涼し

い時期にこの会を開けないものかと毎年思い続けておりましたが、設立した最初の総会が７年前の８月でしたの

でそれを踏襲してきました。来年以降はぜひ気候の良い５月ごろに早めて開催できるよう検討したいと思ってお

ります。昨年のこの時期は白内障の手術やら下痢と高熱に見舞われて1週間ほど伏せていましたが、今年はお陰

様で何とか元気にこの日を迎えることができました。 
 さて、わがマスターズ広島も今日ここに８回目の総会を迎えることができました。会員数は120名で、今年新

たに入会された方が４名、この１年間にお亡くなりになった方が5名ということで残念ながら、昨年より会員数

が 1 人減りました。しかし今日ご出席の方は昨年と同じ 19 名でということで、現状維持を保てたことでほっと

しています。 
 わがマスターズの設立の目的は、超高齢化社会の時代に63歳や65歳で定年を迎えた元広島大学の教職員が家

に引きこもって、家族に「粗大ごみ」扱いされることを回避し、外に出て、社会に出て、まだまだ活躍する場が

あるのではないか、たとえば広島大学の教育に、あるいは地域社会の啓蒙活動に貢献する場があるのではないか

という思いが根底にあり、もう一つは会員同士の親睦を図りたいという2つの大きな柱からなっていたはずです。

このうち前者の柱である広島大学の教育への講師派遣という点では、一定の成果を上げています。具体的には現

在３つの分野すなわち 
   ①学部教育の選択必修の教養教育「平和科目」 
   ②日韓共同理工系学部留学生事業予備教育 
   ③東千田未来創生センターでの社会人大学院生向けの授業科目「学問と社会」およ 
    び医歯薬保険学研究科修士課程向けの授業科目「健康生活科学」（霞キャンパス） 
への講師派遣が行われていて一定の成果を収めていますし、一方社会貢献という面でもNHK文化センターから

の要望に応じ、講師を派遣することで、ここでも成果を上げています。しかしもう一つの柱である会員同士の親

睦という面では、残念ながら成功を収めているとは言えません。昨年秋の例会は廿日市にある中国醸造見学会に

十数名の参加者が集い、一応の成功でしたが、今年の春の例会は福山の鞆の浦見学を企画しましたが、参加希望

者がわずか3名ということで取りやめとなりました。昨年春にガラスの里見学を企画したときも参加希望者１人

ということで中止となったことに続いて、2年連続で春の例会は流れています。幹事会ではこれを重く受け止め、

どこに問題があるのか検討しました。女性幹事の登用を含む幹事の大幅増員など努力を重ねていますが、いまだ

成功を収めていません。今日は幹事以外の方もお集まりですので、ぜひこの機会に良い知恵をお貸しくださるこ

とを期待しております。 
 今日は越智学長が所用で残念ながらご欠席ですが、代理として宮谷副学長にご出席いただきました。ありがと

うございました。また先輩格の広大マスターズからは代表幹事の渡部和彦先生が今年もおこしくださり、ありが

とうございました。最後になりますが、わがマスターズ広島に発足以来長年にわたって支柱としてご尽力いただ

いた幹事の松水先生が体調不良のため今日限りで幹事を退任されます。松水先生あってのこの会と言っても過言

ではなかったと思います。今後も一会員として陰ながら協力いただければ幸いです。本当にお疲れ様でした。以

上で私の挨拶とさせていただきます。 
 
 

２．本会のホームページなどの管理者の移管について（報告） 

 本会では、ホームページの制作やメーリングリストの作成などで、広島大学情報メディア教育研究センター（以

下、メディアセンター）が提供するグループサービスやメーリングリストサービスを利用させていただいていま

した。しかしメディアセンターのこれらのサービスを利用するには、現職の教職員に管理者になっていただき、

われわれ広大マスターズ広島の会員が副管理者に登録していただく必要がありました。今回、ホームページの更

新などの担当者が広報担当の幹事に交代になるのを機会に、広島大学校友会事務局に管理者になっていただくこ

とをお願いしましたところ、快くご了解いただきましたことで、メディアセンターのグループサービスやメーリ
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ングリストサービスの管理者を総務グループ校友会事務局担当者に移管する手続きを早速に行っていただき、無

事に完了しましたことを報告させていただきます。 
 これまで本会のホームページなどの管理者として長期にわたりお世話になりました社会科学研究科の椿先生、

大学法人部の職員の方に厚く御礼申し上げます。 
 
 

３．「会員の広場」の開設について（お知らせ） 

 広島大学マスターズ広島のホームページ（http://home.hiroshima-u.ac.jp/masters2/）に、新しく「会員の広場」

を設けます。皆さまのエッセイ、近況報告、趣味活動の紹介など何でもよろしいですので、原稿をお寄せ下さい。

この広場を通して会員の皆さま相互の理解が深まりますよう願っております。 
 原稿は本会事務局（masters2@hiroshima-u.ac.jp）宛に、できればｗord 文書として、お送り下さいますよう

よろしくお願い致します。 
                                       （代表幹事 井上研二） 
 
 

４．会員異動 

【新入会員】 
大塚道太（元教育学部） 
小原友行（元教育学部） 
桝井秀雄（元理学部） 
平岡朝子（元医学部附属病院） 
 
【訃報】 
会報19 号でお知らせして以降、以下の２名の会員がお亡くなりになりました。謹んでご冥福をお祈りします(敬
称略)。 
石橋 昇（元教育学部） 
古川義宏（元教育学部）   
 
 

広島大学マスターズ広島事務局 

                                                 〒730-0053 

                                                 広島市中区東千田町一丁目１番８９号 

                                                 広島大学東千田地区支援室気付 

                           (ＦＡＸ) 082-542-6964 

                                                    (E-mail) masters2@hiroshima-u.ac.jp 

                        


